






要約:ATL 抗体陽性の母親から出生した児 30 例に抗体検査を実施した結果、陽性は 2 例で

母乳哺育児でも感染率は低かった。陽性の母児の哺乳期間と出生順位を調査したところ、

母乳を長期に哺乳し、末子または次子との間隔が開いている例が多かった。これらの結果

から、母乳を長期間しかも多量に哺乳した場合に感染率が高くなるのではないかと推測さ

れ、この点を検討することが哺乳方法を指導する上で極めて重要であると考えられた。 


